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(57)【要約】
  高湿度環境下や塗膜が濡れた状態下において紫外線が当たっても、防曇性を維持しつつ
、塗膜が白化したり、塗膜の白化による塗膜の接着性が低下することのない防曇性シート
を提供する。
  本発明の防曇性シートは、基材上に第１層と第２層が順に積層されてなる。第１層は、
吸水性樹脂を含む第１コーティング組成物の加熱処理物で構成されている。第２層は、ポ
リオールとベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤とを含む第２コーティング組成物の加熱処
理物で構成されている。第２コーティング組成物中のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤
の使用量は、固形分換算で、１．５～８重量％である。



(3) JP WO2013/180106 A6 2018.8.9

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
  基材上に第１層と第２層が順に積層されてなる防曇性シートであって、
  前記第１層は、吸水性樹脂を含み、前記第２層はポリオールと分子量が５００以下のベ
ンゾトリアゾール系紫外線吸収剤とを含み、
  前記第２層中の前記ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤の含有量が１．５～８重量％で
あることを特徴とする防曇性シート。
【請求項２】
  請求項１記載の防曇性シートにおいて、
  前記ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤の分子量が３５０以下であることを特徴とする
防曇性シート。
【請求項３】
  請求項１又は２記載の防曇性シートにおいて、
  前記ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤の含有量が４重量％以下であることを特徴とす
る防曇性シート。
【請求項４】
  請求項1又は２記載の防曇性シートにおいて、
  前記ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤の含有量が５重量％以下であることを特徴とす
る防曇性シート。
【請求項５】
  請求項１～４の何れか一項記載の防曇性シートにおいて、
  前記吸水性樹脂は、ポリビニルアルコール及びポリアクリル酸類の少なくとも何れかを
含むことを特徴とする防曇性シート。
【請求項６】
  請求項１に記載の防曇性シートにおいて、
  前記第２層は、ポリオールとベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤とを含むコーティング
組成物の加熱処理物で構成されていることを特徴とする防曇性シート。
【請求項７】
  請求項６記載の防曇性シートにおいて、
  前記コーティング組成物は、金属アルコキシド、金属アルコキシドの加水分解物及び金
属アルコキシドの加水分解重縮合物から選ばれる少なくとも１つの化合物を含むことを特
徴とする防曇性シート。
【請求項８】
  請求項６又は７記載の防曇性シートにおいて、
  前記コーティング組成物が硬化剤を含むことを特徴とする防曇性シート。
【請求項９】
  請求項１に記載の防曇性シートにおいて、
  前記第１層は、吸水性樹脂を含む第１コーティング組成物の加熱処理物で構成されてお
り、
  前記第２層は、ポリオールとベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤とを含む第２コーティ
ング組成物の加熱処理物で構成されていることを特徴とする防曇性シート。
【請求項１０】
  請求項９記載の防曇性シートにおいて、
  前記第１コーティング組成物及び前記第２コーティング組成物の少なくとも何れかが、
金属アルコキシド、金属アルコキシドの加水分解物及び金属アルコキシドの加水分解重縮
合物から選ばれる少なくとも１つの化合物を含むことを特徴とする防曇性シート。
【請求項１１】
  請求項９又は１０記載の防曇性シートにおいて、
前記第１コーティング組成物及び前記第２コーティング組成物の少なくとも何れかが、硬
化剤を含むことを特徴とする防曇性シート。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、高湿度環境下や塗膜が濡れた状態下において紫外線が当たっても、防曇性を
維持しつつ、塗膜の白化や塗膜の接着性が低下することのない防曇性シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
  ガラス、プラスチックなどの基材が曇るのは、表面温度が露点以下に下がったときに空
気中の水分が細かな水滴となって付着し、基材表面で光が乱反射するためである。従って
、基材表面における水滴の生成を防止することにより、曇りを防ぐことができる。このよ
うな防曇方法においては、撥水性の優れた界面活性剤を含む、有機ポリマーからなる防曇
性コーティング組成物が提案されている。この組成物においては、界面活性剤の存在下で
ポリエーテルポリオールによって親水性となった膜が水分を吸収して防曇性を発揮する。
親水性となった膜が吸水限界点以上になった場合には、含有されている界面活性剤により
、濡れが調整されて透明性を保つように設計されている。しかし、界面活性剤は水に溶け
やすく、流出するため、防曇性が著しく低下してしまう。
【０００３】
  そこで近年、防曇性を発揮しつつ水に不溶性の防曇性塗膜が形成可能な組成物及び当該
組成物をプラスチック上に塗布した防曇シート（特許文献１）や、基材上に、吸水性と防
曇性を発現させるための第１層と、防曇性を維持しつつ、さらに耐水性を付与するための
第２層が順に積層させてなる積層体構造とし、防曇性能はもとより、高湿度環境下や塗膜
が濡れた状態下においても塗膜が剥がれることのない、耐水性にも優れる防曇性シートが
提案されている（特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－６１０２９号公報
【特許文献２】特開２０１１－２５６９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
  上述した防曇性の塗膜を二層積層させてなる防曇性シートは、防曇性及び耐水性の点で
従来の防曇性シートに比べ優れているが、高湿度環境下や塗膜が濡れた状態下において紫
外線が当たると、塗膜が白化したり、塗膜の接着性が低下する不具合が生じた。
【０００６】
  特許文献２には、防曇性塗膜の耐候性を向上するために、防曇性を発現する第1層に紫
外線吸収剤としてベンゾフェノン化合物を添加することが記載されているが、本発明者ら
の検討によれば、この構成では、第２層の塗膜の白化や、第１層と第２層との塗膜接着性
の低下を防ぐことができない。また第１層ではなく第２層にベンゾフェノン化合物を添加
した場合には、防曇性が損なわれるという新たな問題を生じた。
【０００７】
  そこで本発明は、高湿度環境下や塗膜が濡れた状態下において紫外線が当たっても、防
曇性を維持しつつ、塗膜が白化したり、塗膜の接着性が低下することのない防曇性シート
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
  本発明者らは上記課題を解決すべく鋭意研究した結果、第２層の塗膜に紫外線吸収剤の
中でも比較的分子量の小さいベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤を特定量添加することに
より、高湿度環境下や塗膜が濡れた状態下において紫外線が当たっても、防曇性を維持し
つつ、塗膜が白化したり、塗膜の接着性が低下することのない防曇性シートを得ることが
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できることを見出した。
【０００９】
  すなわち、本発明の防曇性シートは、基材上に第１層と第２層が順に積層されてなり、
第１層は、吸水性樹脂を含み、第２層は、ポリオールと分子量５００以下のベンゾトリア
ゾール系紫外線吸収剤とを含み、第２層中の前記ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤の含
有量は、１．５～８重量％である。
  第１層は、吸水性樹脂を含む第１コーティング組成物の加熱処理物で構成することがで
きる。また第２層は、ポリオールとベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤とを含む第２コー
ティング組成物の加熱処理物で構成することができる。
【００１０】
  また、本発明の防曇性シートは、好ましくは前記ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤の
分子量が３５０以下である。またベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤の含有量は、好まし
くは５重量％以下である。
【００１１】
  また、本発明の防曇性シートは、好ましくは吸水性樹脂が、ポリビニルアルコール及び
ポリアクリル酸類の少なくとも何れかを含むことを特徴とするものである。より好ましく
は、吸水性樹脂は、ポリビニルアルコール及びポリアクリル酸類を含む。
【００１２】
  また、本発明の防曇性シートは、好ましくは第１コーティング組成物及び第２コーティ
ング組成物の少なくとも何れかが、金属アルコキシド、金属アルコキシドの加水分解物及
び金属アルコキシドの加水分解重縮合物から選ばれる少なくとも１つの化合物を含むこと
を特徴とするものである。
【００１３】
  また、本発明の防曇性シートは、好ましくは第１コーティング組成物及び第２コーティ
ング組成物の少なくとも何れかが、硬化剤を含むことを特徴とするものである。
【００１４】
  なお、本発明でいう「高湿度環境下」とは、相対湿度７０％以上の環境下をいう。
【発明の効果】
【００１５】
  本発明によれば、基材上に第１層と第２層が順に積層された防曇性シートの、第２層に
特定の紫外線吸収剤を含有させたことにより、第１層の特性を阻害することなく第１層と
第２層に対し耐候性を付与することができ、特に防曇性シートが曝される高湿度環境下や
塗膜が濡れた状態下において、高い紫外線防止機能が付与される。また第２層に用いる紫
外性吸収剤として特定量のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤を用いたことにより、架橋
強度の高い第２層に対しても相溶性よく含有させることができ、防曇性の維持と耐水性の
付与という第２層の機能を保つことができる。その結果、高湿度環境下や塗膜が濡れた状
態下で紫外線が当たっても、防曇性を維持しつつ、塗膜が白化したり、塗膜の接着性が低
下することのない防曇性シートを提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
  本発明の防曇性シートは、基材上に第１層と第２層が順に積層されてなる。第１層は、
吸水性樹脂を含む第１コーティング組成物の加熱処理物で構成することができ、第２層は
、ポリオールとベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤とを含む第２コーティング組成物の加
熱処理物で構成することができる。第２コーティング組成物中のベンゾトリアゾール系紫
外線吸収剤の使用量は、固形分換算で、１．５～８重量％である。
【００１７】
  第１層を構成する第１コーティング組成物は、少なくとも吸水性樹脂を含む。吸水性樹
脂は、第１コーティング組成物を加熱処理し塗膜化した際に、第１層に対して吸水性と防
曇性を発現させるために用いられる。
【００１８】
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  吸水性樹脂としては、ポリビニルアルコール（以下「ＰＶＡ」と略記することもある。
）、ポリアクリル酸類、ポリビニルピロリドン等が挙げられる。これらの樹脂は、単独で
または２種以上を混合して用いられる。
【００１９】
  本発明では、吸水性樹脂として、ＰＶＡ及びポリアクリル酸類の少なくとも何れかを用
いることが好ましい。特に、塗膜化した際に吸水性と防曇性に優れたものとする観点から
は、吸水性樹脂として、より好ましくは、ＰＶＡとポリアクリル酸類を混合したものを用
いる。吸水性樹脂として、ＰＶＡとポリアクリル酸類の混合物を用いる場合において、Ｐ
ＶＡに対するポリアクリル酸類の使用割合（ポリアクリル酸類／ＰＶＡ）は、重量換算で
、好ましくは５／９５～５０／５０である。ＰＶＡに対するポリアクリル酸類の使用量が
増えるにつれて防曇性が低下する傾向があり、少なくなるにつれて塗膜の耐水性が低下す
る傾向がある。
【００２０】
  ＰＶＡとしては、鹸化度が６５～８９モル％［即ち、水酸基のモル数×１００／（アセ
チル基のモル数＋水酸基のモル数）］の不完全鹸化物（「部分鹸化物」とも言うことがあ
る。）が好ましい。さらに好ましくは、鹸化度７５～８９モル％の不完全鹸化ＰＶＡを用
いる。鹸化度が高すぎたり低すぎる場合、吸水性と防曇性がバランスよく発現されないこ
ともあり得る。
【００２１】
  ＰＶＡの平均重合度は、特に限定されないが、好ましくは３００～３５００である。重
合度が高すぎたり低すぎる場合、吸水性と防曇性がバランスよく発現されないこともあり
得る。
【００２２】
  ポリアクリル酸類としては、ポリアクリル酸、ポリメタクリル酸、ポリアクリル酸のメ
チルエステル又はエチルエステル、ポリメタクリル酸のメチルエステル又はエチルエステ
ルなどが挙げられる。ポリアクリル酸のメチルエステル又はエチルエステルや、ポリメタ
クリル酸のメチルエステル又はエチルエステルとしては、それぞれ、鹸化度が１０～３０
モル％［即ち、加水分解されたエステル基のモル数×１００／（加水分解されたエステル
基のモル数＋加水分解されていないエステル基のモル数）］の不完全鹸化物が好ましい。
【００２３】
  第１コーティング組成物中の吸水性樹脂の使用量は、固形分換算で、好ましくは２０～
９９．５重量％、より好ましくは５０～９０重量％である。この範囲で吸水性樹脂を使用
することで、吸水性と防曇性の発現バランスがより図られる。
【００２４】
  吸水性樹脂としてＰＶＡを用いる場合における、第１コーティング組成物中のＰＶＡの
使用量は、固形分換算で、好ましくは５０～９５重量％である。吸水性樹脂としてポリア
クリル酸類を用いる場合における、第１コーティング組成物中のポリアクリル酸類の使用
量は、固形分換算で、好ましくは５～５０重量％である。
【００２５】
  第１コーティング組成物は、上述した吸水性樹脂の他に、金属アルコキシド、金属アル
コキシドの加水分解物、及び金属アルコキシドの加水分解重縮合物から選ばれる少なくと
も１つの化合物（以下「金属アルコキシド等」ともいう。）を含むことが好ましい。
【００２６】
  第１コーティング組成物に、好ましくは金属アルコキシド等を含ませることで、その第
１コーティング組成物を塗膜化する過程で金属アルコキシドの加水分解物が重縮合反応を
生ずる際、これと共存する吸水性樹脂とも反応して、金属アルコキシドに由来する無機部
分と吸水性樹脂に由来する親水性基を有する有機部分を持つ複合ポリマーが生成される。
この複合ポリマーの親水性基が効果的に配向し、外部からの水分を多く、且つ速やかに吸
収することができるものと考えられる。その結果、防曇性に優れ、かつ、防曇性塗膜とし
て要求される、不溶性、耐摩耗性および耐候性も兼ね備えた被膜（第１層）とすることが



(7) JP WO2013/180106 A6 2018.8.9

10

20

30

40

50

できる。
【００２７】
  なお、金属アルコキシドの加水分解物及び金属アルコキシドの加水分解重縮合物とは、
所謂、ゾル－ゲル法反応と呼ばれる反応により、金属アルコキシドを溶液中で加水分解・
重縮合反応させた溶液を、金属酸化物または金属水酸化物の微粒子が溶解したゾルとし、
さらに反応を進めてゲルとすることで得られる加水分解物及び、それに続く加水分解重縮
合物をいう。金属アルコキシドの加水分解重縮合物としては、ＧＰＣ法によるポリスチレ
ン換算の重量平均分子量（Ｍｗ）が、例えば数百～数万程度の低分子量重縮合物が用いら
れる。
【００２８】
  金属アルコキシドは、例えば、次式（Ｉ）で示される化合物を含む。
【００２９】
  Ｍ（ＯＲ）ｎ（Ｘ）ａ－ｎ・・・（Ｉ）
【００３０】
  式（Ｉ）中、Ｍは、Ｓｉ、Ａｌ、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｃａ、Ｆｅ、Ｖ、Ｓｎ、Ｌｉ、Ｂｅ、Ｂ
およびＰから選択される原子である。Ｒはアルキル基である。Ｘはアルキル基、官能基を
有するアルキル基、またはハロゲンである。ａはＭの原子価である。ｎは１からａまでの
整数である。式（Ｉ）の化合物のうち汎用されるのは、ｎ＝ａ、つまりＭにアルコキシ基
のみが結合した化合物である。
【００３１】
  上記ＭがＳｉの場合には、上記式（Ｉ）のａは４であり、このようなアルコキシドは、
Ｓｉ（ＯＲ１）４で表される。ここでＲ１は、好ましくは炭素数１～４のアルキル基（以
下、低級アルキル基という）である。このようなアルコキシシラン（ケイ素アルコキシド
）としては、Ｓｉ（ＯＣＨ３）４のテトラメトキシシラン（又はメチルシリケート）、Ｓ
ｉ（ＯＣ２Ｈ５）４のテトラエトキシシラン（又はエチルシリケート）などが挙げられる
。金属アルコキシド中のアルコキシシランの使用量は、好ましくは５０～１００重量％で
ある。
【００３２】
  上記ＭがＡｌの場合には、上記式（Ｉ）のａは３であり、このようなアルコキシドは、
Ａｌ（ＯＲ２）３で表される。ここでＲ２は、好ましくは低級アルキル基である。このよ
うなアルミニウムアルコキシドとしては、Ａｌ（ＯＣＨ３）３、Ａｌ（ＯＣ２Ｈ５）３、
Ａｌ（Ｏ－ｎ－Ｃ３Ｈ７）３、Ａｌ（Ｏ－ｉｓｏ－Ｃ３Ｈ７）３、Ａｌ（ＯＣ４Ｈ９）３

などが挙げられる。上記アルミニウムアルコキシドは、単独でまたは２種以上を混合して
用いてもよい。このようなアルミニウムアルコキシドは、通常、上記アルコキシシランと
混合して用いられる。アルミニウムアルコキシドを用いることによって、得られる防曇性
塗膜の透光性や耐熱性が向上する。金属アルコキシド中のアルミニウムアルコキシドの使
用量は、アルコキシシラン１００重量部に対して、好ましくは１～１０重量部の範囲であ
る。
【００３３】
  上記ＭがＴｉの場合には、上記式（Ｉ）のａは４であり、このようなアルコキシドは、
Ｔｉ（ＯＲ３）４で表される。ここでＲ３は、好ましくは低級アルキル基である。このよ
うなチタニウムアルコキシドとしては、Ｔｉ（Ｏ－ＣＨ３）４、Ｔｉ（Ｏ－Ｃ２Ｈ５）４

、Ｔｉ（Ｏ－ｎ－Ｃ３Ｈ７）４、Ｔｉ（Ｏ－ｉｓｏ－Ｃ３Ｈ７）４、Ｔｉ（Ｏ－Ｃ４Ｈ９

）４などが挙げられる。上記チタニウムアルコキシドは、単独でまた２種以上を混合して
用いてもよい。このようなチタニウムアルコキシドは、通常、上記アルコキシシランと混
合して用いられる。チタニウムアルコキシドを用いることによって、得られる防曇性塗膜
の耐紫外線性は向上し、基材の耐熱性も著しく向上する。金属アルコキシド中のチタニウ
ムアルコキシドの使用量は、アルコキシシラン１００重量部に対して、好ましくは０．１
～３重量部の範囲である。
【００３４】
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  上記ＭがＺｒの場合には、上記式（Ｉ）のａは４であり、このようなアルコキシドは、
Ｚｒ（ＯＲ４）４で表される。ここでＲ４は、好ましくは低級アルキル基である。このよ
うなジルコニウムアルコキシドとしては、Ｚｒ（ＯＣＨ３）４、Ｚｒ（ＯＣ２Ｈ５）４、
Ｚｒ（Ｏ－ｉｓｏ－Ｃ３Ｈ７）４、Ｚｒ（Ｏ－ｔ－Ｃ４Ｈ９）４、Ｚｒ（Ｏ－ｎ－Ｃ４Ｈ

９）４などが挙げられる。上記ジルコニウムアルコキシドは、単独でまたは２種以上を混
合して用いてもよい。このようなジルコニウムアルコキシドは、通常、上記アルコキシシ
ランと混合して用いられる。ジルコニウムアルコキシドを用いることによって、得られる
防曇性塗膜の靭性や耐熱性が向上する。金属アルコキシド中のジルコニウムアルコキシド
の使用量は、アルコキシシラン１００重量部に対して、好ましくは０．５～５重量部の範
囲である。
【００３５】
  上記以外のアルコキシドとしては、例えば、Ｃａ（ＯＣ２Ｈ５）２、Ｆｅ（ＯＣ２Ｈ５

）３、Ｖ（Ｏ－ｉｓｏ－Ｃ３Ｈ７）４、Ｓｎ（Ｏ－ｔ－Ｃ４Ｈ９）４、Ｌｉ（ＯＣ２Ｈ５

）、Ｂｅ（ＯＣ３Ｈ５）２、Ｂ（ＯＣ２Ｈ５）３、Ｐ（ＯＣ２Ｈ５）２、Ｐ（ＯＣＨ３）

３などが挙げられる。
【００３６】
  式（Ｉ）で示されるアルコキシドのうちｎ＝ａ－１以下の場合、つまりＭにアルコキシ
ド以外の基Ｘが結合している化合物としては、例えばＸがＣｌ、Ｂｒのようなハロゲンで
ある化合物がある。Ｘがハロゲンである化合物には、後述のように、アルコキシ基と同様
に加水分解されてＯＨ基を生じ重縮合反応が起こる。Ｘはまた、アルキル基や官能基を有
するアルキル基であり得、このアルキル基の炭素数は通常１～１５である。このような基
は、加水分解されずに得られるポリマー中に有機部分として残留する。上記官能基として
は、カルボキシル基、カルボニル基、アミノ基、ビニル基、エポキシ基などがある。この
ような基は、後述のように防曇性を高める上で好適である。
【００３７】
  Ｘを有する式（Ｉ）の化合物としては、ビニルトリクロルシラン、ビニルトリメトキシ
シラン、ビニルトリエトキシシラン、γ－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン、
γ－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、γ－アミノプロピルメトキシシランなど
が挙げられる。
【００３８】
  第１コーティング組成物中に金属アルコキシド等を含める場合における、第１コーティ
ング組成物中の金属アルコキシド等の使用量は、固形分換算で、好ましくは０．５～５０
重量％である。
【００３９】
  本発明で用いる第１コーティング組成物は、基材への密着の観点から、シランカップリ
ング剤を含むことが好ましい。シランカップリング剤は、金属アルコキシド等と同様に有
機部分と無機部分とを有する三次元構造の複合ポリマーの形成に寄与し、それにより吸収
性を維持しながら不溶性を高めることができる。
【００４０】
  シランカップリング剤としては、ビニルシラン、メタクリルシラン、アミノシラン、エ
ポキシシランが挙げられる。この中でも特に、エポキシ基を有するシランカップリング剤
を用いることが好ましい。エポキシ基を有するシランカップリング剤としては、金属アル
コキシドでもあるγ－グリシドキシプロピルトリメトキシシランが好ましい。第１コーテ
ィング組成物中にシランカップリング剤を含める場合における、第１コーティング組成物
中のシランカップリング剤の使用量は、固形分換算で、好ましくは０．２～１０重量％で
ある。
【００４１】
  第１コーティング組成物に上述した金属アルコキシド等を含有させる場合、さらに触媒
を含有させることが好ましい。触媒としては、酸触媒が挙げられる。酸触媒は金属アルコ
キシドの加水分解反応に用いられる。従って、予め金属アルコキシドがある程度加水分解
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されて、重縮合し、ＯＨ基を有するポリマー（比較的低分子量のオリゴマーであり得る）
となる。
【００４２】
  酸触媒としては、塩酸、硫酸、硝酸などの鉱酸などが用いられる。鉱酸の無水物（例え
ば塩化水素ガス）も用いられ得る。この他に有機酸やその無水物も利用され得る。有機酸
やその無水物としては、例えば、酒石酸、フタル酸、マレイン酸、ドデシルコハク酸、ヘ
キサヒドロフタル酸、メチルナジック酸、ピロメリット酸、ベンゾフェノンテトラカルボ
ン酸、ジクロルコハク酸、クロレンディック酸、無水フタル酸、無水マレイン酸、無水ド
デシルコハク酸、無水ヘキサヒドロフタル酸、無水メチルナジック酸、無水ピロメリット
酸、無水ベンゾフェノンテトラカルボン酸、無水ジクロルコハク酸、無水クロレンディッ
ク酸などが挙げられる。第１コーティング組成物中に酸触媒を含める場合における、酸触
媒の使用量は、金属アルコキシド１００重量部に対して、好ましくは０．０１～０．５重
量部、さらに好ましくは０．０１５～０．３重量部である。
【００４３】
  さらに、ポリアクリル酸エステルの鹸化部分に由来する有機酸が上記アルコキシド、好
ましくはアルコキシドおよびγ－グリシドキシプロピルトリメトキシシランの加水分解・
重縮合反応の触媒として作用する。
【００４４】
  本発明で用いる第１コーティング組成物は、上述したように、吸水性樹脂（ＰＶＡ、ポ
リアクリル酸類など）を含み、好ましくはさらに金属アルコキシド等を含み、さらにまた
触媒（特定化合物に含まれうる金属アルコキシドの加水分解物の重縮合反応を促進させる
もの）を含む反応溶液で構成される。ここで、金属アルコキシド等を構成する金属アルコ
キシド、金属アルコキシドの加水分解物および該加水分解物の重合縮合物から選ばれる少
なくとも１つの化合物とは、次の４つの場合を含む。
【００４５】
（１）反応溶液を調合するのに用いるのが、金属アルコキシドであり、その加水分解反応
は反応溶液の調合後に生じさせるもの。
（２）反応溶液を調合するのに用いるのが、既に加水分解反応処理が行われた金属アルコ
キシドの加水分解物であるもの。
（３）反応溶液を調合するのに用いるのが、金属アルコキシドの加水分解物が既に一部重
縮合した低分子量重縮合物であるもの。
（４）反応溶液を調合するのに用いるのが、金属アルコキシド、その加水分解物およびそ
の加水分解物の低分子量重縮合物の２種以上であるもの。
【００４６】
  本発明で用いる第１コーティング組成物は、さらに硬化剤を含んでいてもよい。硬化剤
としては、イソシアネート系硬化剤、エポキシ系硬化剤、カルボジイミド系硬化剤、メラ
ミン系硬化剤等が挙げられる。
【００４７】
  第１コーティング組成物中に硬化剤を含める場合における、第１コーティング組成物中
の硬化剤の使用量は、固形分換算で、好ましくは０．５～２０重量％である。
【００４８】
  第１コーティング組成物は、さらにケイフッ化水素酸を含んでいてもよい。第１コーテ
ィング組成物中にケイフッ化水素酸を含める場合における、第１コーティング組成物中の
ケイフッ化水素酸の使用量は、好ましくは０．２～１０重量％である。
【００４９】
  第１コーティング層は、通常は塗工液の形態で用いて第１層を形成する。例えば、上述
した吸水性樹脂（必要に応じてさらに金属アルコキシド等その他）を、有機溶媒に溶解ま
たは分散させることで、塗工液を調製することができる。好ましく用いられる有機溶媒と
しては、メチルアルコール、エチルアルコール、イソプロピルアルコール、ブチルアルコ
ール、Ｎ－メチルピロリドンなどの水との相溶性のある溶媒が挙げられる。さらに好まし



(10) JP WO2013/180106 A6 2018.8.9

10

20

30

40

50

くは、この有機溶媒は水と共に用いられる。第１コーティング組成物中の有機溶媒の使用
量は、好ましくは０～６０重量％である。なお、有機溶媒の使用量が０（ゼロ）の場合を
含むのは、有機溶媒を使用することなしに、塗工液の形態を取れる場合もあるからである
。
【００５０】
  第１コーティング組成物の主な組成は、吸水性樹脂の存在下でゾル－ゲル反応を生じさ
せて得られるものであるから、金属アルコキシドの加水分解物のＯＨ基が脱プロトン化し
、その結果、重縮合反応が生じて得られる重縮合物や、重縮合物が有するＯＨ基に吸水性
樹脂が架橋反応して得られる、前述の複合ポリマーや、金属アルコキシドの加水分解物と
吸水性樹脂との反応物や、上記重縮合物、加水分解物および吸水性樹脂の三者の反応物な
どが考えられる。
【００５１】
  次に、本発明の防曇性シートの第２層を構成する第２コーティング組成物について説明
する。第２コーティング組成物は、少なくともポリオールとベンゾトリアゾール系紫外線
吸収剤とを含む。ポリオールは、第２コーティング組成物を加熱処理し塗膜化した際に、
第１層で発現される防曇性を維持しつつ、さらに耐水性を付与するために用いられる。ま
た、ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤は、高湿度環境下や塗膜が濡れた状態下において
紫外線が当たっても、第１層で発現される防曇性を維持しつつ、第１層や第２層の塗膜が
白化したり、塗膜の接着性が低下することを防ぐために用いられる。
【００５２】
  ポリオールとしては、ポリエステル、アクリル、部分アセタール化ポリビニルアルコー
ル、ポリエチレングリコール、ポリビニルピロリドンが挙げられる。これらは、単独でま
たは２種以上を混合して用いてもよい。特に防曇性を維持する観点からは、ポリエチレン
グリコールを用いることが好ましい。第２コーティング組成物中のポリオールの使用量は
、固形分換算で、好ましくは１０～８０重量％、より好ましくは３０～８０重量％である
。
【００５３】
  ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤には、入手可能なものとして、例えば、台湾永光化
学工業股分有限公司社提供のＥＶＥＲＳＯＲＢ  (商標名)  シリーズ  ７０～７８、８０
、８１、１０９等、住化ケムテックス社提供のＳｕｍｉｓｏｒｂ  (商標名）  シリーズ
２００、２５０、３００、３４０、３５０、等、アデカ社提供のアデカスタブ  ＬＡ  (
商標名）シリーズ  ＬＡ－２９、ＬＡ－３１、ＬＡ３２、ＬＡ３６等、ケミプロ社提供の
ＭＥＭＩＳＯＲＢ  (商標名)シリーズ  ７１、７３、７４等があるが、本発明ではこのよ
うなベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤のうち分子量５００以下、好ましくは３５０以下
のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤を用いる。
【００５４】
  分子量５００以下のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤として、具体的には、２－（２
－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（５－ターシャリー－ブ
チル－２－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（５－クロロ－２－ベンゾト
リアゾリル）－６－ターシャリー－ブチル－ｐ－クレゾール、２－（２－ヒドロキシ－５
－ターシャリー－オクチルフェニル）ベンゾトリアゾールが挙げられる。分子量５００以
下のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤は、塗膜を構成するポリオールや他の組成物との
相溶性が良く、防曇性を阻害することなく第１層や第２層の塗膜の白化を防止できる。こ
れらは、単独でまたは２種以上を混合して用いてもよい。
【００５５】
  第２コーティング組成物中のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤の使用量は、固形分換
算で１．５～８重量％、好ましくは１．９～５重量％である。使用料を１．５重量％以上
とすることにより、塗膜の白化を防止するに十分な紫外線吸収機能が得られる。また使用
料を５重量％とすることにより、防曇性が損なわれるのを防止することができる。
【００５６】
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  第２コーティング組成物は、第１コーティング組成物と同様の金属アルコキシド等を含
むことが好ましい。第２コーティング組成物中の金属アルコキシド等の使用量は、固形分
換算で、好ましくは０．５～５０重量％である。
【００５７】
  第２コーティング組成物に金属アルコキシド等を含有させる場合、第１コーティング組
成物と同様の触媒を含めてもよい。この場合、使用量は、第１コーティング組成物におけ
る場合と同様とする。
【００５８】
  また第２コーティング組成物は、第１コーティング組成物と同様のシランカップリング
剤を含むことが好ましい。第２コーティング組成物中のシランカップリング剤の使用量は
、第１コーティング組成物における場合と同じである。
【００５９】
  第２コーティング組成物は、さらに硬化剤を含むことが好ましい。硬化剤としては、イ
ソシアネート系硬化剤、エポキシ系硬化剤、カルボジイミド系硬化剤、メラミン系硬化剤
等が挙げられる。
【００６０】
  イソシアネート系硬化剤としては、イソシアネートモノマーを重合若しくは共重合させ
たポリイソシアネートが主なものとして挙げられ、特に制限されること無く使用すること
ができる。イソシアネートモノマーとしては、１，６－ヘキサメチレンジイソシアネート
、イソホロンジイソシアネート、１，３－若しくは１，４－ジイソシアネートシクロヘキ
サン、ｍ－若しくはｐ－テトラメチルキシレンジイソシアネート、１，４－テトラメチレ
ンジイソシアネート、１，１２－ドデカメチレンジイソシアネートなどが挙げられる。
【００６１】
  また、常温では全く反応せずにある温度以上に加熱すると架橋反応を起こすような一液
型硬化反応となるイソシアネートを用いることもできる。このようなイソシアネートとし
ては、触媒や官能基をブロック化した手法が用いられたブロックイソシアネート等を用い
ることができる。
【００６２】
  ここでブロックイソシアネートとは、上述したポリイソシアネートをマスク剤でマスク
化したものであり、常温では全く反応せず硬化反応を進行させることはなく、マスク剤が
解離する温度以上に加熱すると活性なイソシアネート基が再生されて十分な架橋反応を起
こすものである。
【００６３】
  エポキシ系硬化剤としては、エチレングリコールグリシジルエーテル、ポリエチレング
リコールグリシジルエーテル、グリセロールポリグリシジルエーテル、ソルビトールポリ
グリシジルエーテルが挙げられる。カルボジイミド系硬化剤としては、ジシクロヘキシル
カルボジイミド、ジイソプロピルカルボジイミド、１－エチル－３－（３－ジメチルアミ
ノプロピル）カルボジイミド塩酸塩が挙げられる。メラミン系硬化剤としては、完全アル
キルエーテル化メラミン樹脂、メチロール基型メラミン樹脂、一部にイミノ基を有するイ
ミノ基型メラミン樹脂などが挙げられる。
【００６４】
  第２コーティング組成物中の硬化剤の使用量は、固形分換算で、好ましくは１０～８０
重量％、より好ましくは３０～６０重量％である。
【００６５】
  第２コーティング組成物は、第１コーティング組成物と同様に、ケイフッ化水素酸を含
むことが好ましい。第２コーティング組成物中のケイフッ化水素酸の使用量は、第１コー
ティング組成物における場合と同じである。
【００６６】
  第２コーティング組成物も、第１コーティング組成物の場合と同様、通常は塗工液の形
態で用いて第２層とする。例えば、上述したポリオールとベンゾトリアゾール系紫外線吸
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収剤、さらに必要に応じて金属アルコキシド等及び硬化剤を、有機溶媒に溶解または分散
させることで、塗工液を調製することができる。好ましく用いられる有機溶媒としては、
メチルアルコール、エチルアルコール、イソプロピルアルコール、ブチルアルコール、Ｎ
－メチルピロリドン、ジアセトンアルコールなどの水との相溶性のある溶媒が挙げられる
。第２コーティング組成物中の有機溶媒の使用量は、好ましくは５０～９０重量％である
。
【００６７】
  第１層上に形成される第２層は、ポリオールが架橋した塗膜であるため塗膜の架橋密度
が高い。このため、第１層で発現される防曇性を維持しつつ、さらに耐水性を付与するこ
とができる。具体的には、高湿度環境下や基材が濡れた状態下において、塗膜（第１層及
び第２層）が乾いたウエスや指等により擦られても、塗膜が剥がれることなく耐水性に優
れたものとなる。また、第２層には特定量のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤を含むた
め、高湿度環境下や塗膜が濡れた状態下において紫外線が当たっても、第１層で発現され
る防曇性を維持しつつ、第１層や第２層の塗膜が白化したり、塗膜の接着性が低下するこ
とを防ぐことができる。
【００６８】
  第１層及び第２層を積層する基材としては、主にガラス又はプラスチックフィルムが挙
げられる。ガラスとしては、例えばケイ酸塩ガラス、リン酸塩ガラス、ホウ酸塩ガラス等
の酸化ガラスを板ガラス化したものを使用することができる。特にケイ酸ガラス、ケイ酸
アルカリガラス、ソーダ石灰ガラス、カリ石灰ガラス、鉛ガラス、バリウムガラス、ホウ
ケイ酸ガラス等のケイ酸塩ガラスを板ガラス化したものが好ましい。プラスチックフィル
ムとしては、例えばポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリエ
チレンナフタレート、ポリカーボネート、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン
、トリアセチルセルロース、アクリル、ポリ塩化ビニル、ノルボルネン化合物等が使用で
きる。特に、延伸加工、特に二軸延伸されたポリエチレンテレフタレートフィルムが機械
的強度、寸法安定性に優れているために好適に使用される。
【００６９】
  本発明では、基材として、易接着処理が施されたものを用いることが好ましい。表面に
易接着処理が施された基材を用いることで、これを施さないものと比較して、第１層や後
述する粘着層との密着性の向上を図ることができる。易接着処理としては、各種表面処理
（例えばプラズマ処理、コロナ処理、ケミカル・アクチベーション処理、酸化炎処理、遠
紫外線照射処理など）の他、下引き易接着層の形成などが挙げられる。基材の厚みは、１
２～１８８μｍであることが好ましい。
【００７０】
  下引き易接着層のバインダー成分としては、アクリル系、ポリエステル系、シリコーン
系、ウレタン系、スチレン系、セルロース系、ビニル系、エポキシ系、ブチラール系、ア
ミノ系、ゴム系等が挙げられる。これらの中でも基材や第１層との接着性や作業性の観点
から、ポリエステル系が特に好ましく用いられる。
【００７１】
  下引き易接着層の厚みは、基材や第１層との接着性や作業性の観点から、０．０５～３
μｍが好ましく、０．５～２μｍがより好ましい。
【００７２】
  本発明の防曇性シートは、基材の第１層が形成されている面とは反対面に、粘着層が形
成されていてもよい。粘着層に用いられる粘着剤としては、一般に使用されるアクリル系
、シリコーン系、ウレタン系、ゴム系などの合成樹脂系粘着剤が用いられ、取り扱い性等
の観点からアクリル系粘着剤を用いることが好ましい。このようなアクリル系粘着剤の主
成分である粘着性ポリマーとしては、アクリル酸２－エチルヘキシル、アクリル酸ブチル
、アクリル酸イソオクチル、メタクリル酸ブチル、メタクリル酸プロピルなどのアルキル
基の炭素数が１～１０の（メタ）アクリル酸アルキルエステルと、アクリル酸、メタクリ
ル酸、マレイン酸、フマル酸、アクリル酸ヒドロキシエチル、メタクリル酸ヒドロキシエ
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チルなどの官能基含有不飽和単量体とを主成分として含む単量体混合物を共重合させてな
るものが好ましく用いられる。これら粘着層中には、上記粘着性ポリマー成分のほか、本
発明の効果を阻害しない範囲であれば、紫外線吸収剤、赤外線吸収剤、硬化剤、可塑剤、
粘着付与成分などの種々の添加剤を含ませることができる。
【００７３】
  粘着層の厚みは、特に限定されるものではなく、基材の材料に応じた厚みを適宜選択す
ればよく、具体的には０．５μｍ～５０μｍ、好適には５～３０μｍとすることが好まし
い。
【００７４】
  本発明の防曇性シートは、例えば、以下のようにして製造される。まず、第１コーティ
ング組成物の各成分を混合し、透明の第１塗工液（本発明では第１コーティング組成物と
同義）を準備する。また、第２コーティング組成物の各成分を混合し、透明の第２塗工液
（本発明では第２コーティング組成物と同義）を準備する。次に、第１塗工液を基材の少
なくとも片面に塗布し、これを好ましくは８０℃以上の温度、さらに好ましくは８０～１
５０℃の範囲内で加熱乾燥させる（加熱処理）。これにより基材上に第１層が形成される
。必要に応じて、塗工液を数回重ねて塗工した後、加熱処理を行ってもよい。
【００７５】
  次に、第２塗工液を、基材上に形成された第１層の上に塗布し、これを好ましくは６０
℃以上の温度、さらに好ましくは６０～１５０℃の範囲内で加熱乾燥させる（加熱処理）
。これにより第１層上に第２層が形成される。必要に応じて、塗工液を数回重ねて塗工し
た後、加熱処理を行ってもよい。
【００７６】
  なお、本発明の防曇性シートが粘着層を備える場合、粘着層を構成する材料を適当な溶
媒によって溶解または分散して調整した粘着層用塗布液を準備する。次に、基材の、第１
層が形成される面とは反対面に、準備した粘着層用塗布液を、従来公知のコーティング方
法で塗布、乾燥し、必要により硬化させて粘着層を形成する。
【００７７】
  本発明の防曇性シートにおいて、第１層の厚み（Ｔ１）と第２層の厚み（Ｔ２）の合計
は、光学レンズなどに用いる場合には、０．０１～１．０μｍが好ましい。窓ガラスなど
に塗布する場合には、１．０～１０．０μｍが好ましい。第１層と第２層の合計厚み（Ｔ
１＋Ｔ２）は、各コーティング組成物を塗工液の形態で厚く塗布することにより、あるい
は数回重ねて塗布することにより、適宜、調節し得る。このようにして得られる防曇性の
物品は、基材の表面に防曇性および結露防止性を与える。形成された塗膜（第１層＋第２
層）は、水および有機溶剤に不溶であり、且つ高い表面硬度を有する。
【００７８】
  本発明では、第１コーティング組成物を基材に塗工し、加熱乾燥（加熱処理）を行うと
、上記重縮合反応および架橋反応が進行し、三次元構造を有する複合ポリマーが形成され
る。形成される複合ポリマーは、無機部分と有機部分とを有する。すなわち、このポリマ
ーは無機部分である不溶性骨格を有しているため、このポリマーにより形成される防曇性
の塗膜は、水および有機溶剤に不溶であり、高い表面硬度を有する。さらに、このポリマ
ーは、有機部分である吸水性樹脂（ポリアクリル酸エステルやＰＶＡ等）に由来する親水
部分を有しているため、このポリマーにより形成される塗膜は、その表面部分に当該親水
部分が存在し、その部分に水分が吸着する。さらに、上記式（Ｉ）のＸ基の端末にカルボ
キシル基、カルボニル基、アミノ基、ビニル基、エポキシ基などを有する場合には、さら
にその基にも水分が吸着する。
【００７９】
  ただし、防曇性シートが、基材上に第１コーティング組成物の加熱処理物で構成される
第１層のみを形成したものであると、塗膜を構成する有機物の硬化反応・架橋反応が未だ
不十分なため、高湿度環境下や、基材が濡れた状態下において、塗膜（第１層）を乾いた
ウエスや指等で擦ると、有機物が容易に移動し、塗膜が剥がれてしまうこととなる。
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【００８０】
  これに対し、本発明の防曇性シートは、上述した第１層上に、さらに第２コーティング
組成物の加熱処理物で構成される第２層を備える。この第２層は、塗膜の架橋密度が高い
ので、第１層で発現される防曇性を維持しつつ、さらに耐水性を付与することができる。
具体的には、高湿度環境下や基材が濡れた状態下において、塗膜（第１層及び第２層）が
乾いたウエスや指等により擦られても、塗膜が剥がれることなく耐水性に優れたものとな
る。さらに、第２層には特定量のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤を含むので、高湿度
環境下や塗膜が濡れた状態下において紫外線が当たっても、第１層で発現される防曇性を
維持しつつ、第１層や第２層の塗膜が白化したり、塗膜の接着性が低下することを防ぐこ
とができる。
【００８１】
  なお、第２層の塗膜にベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤ではなく、ベンゾフェノン系
紫外線吸収剤を添加すると、上述の塗膜の白化や、塗膜の接着性の低下を抑えることが出
来るが、防曇性を阻害してしまう。これは、第２層が架橋密度の高い塗膜であるがゆえに
、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤を塗膜の白化や塗膜の接着性の低下を抑える程度に添加
すると、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤と第２層の塗膜との相溶性が悪く、第１層で発現
される防曇性を阻害すると考えられる。また、ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤を第１
層の塗膜のみに添加しても、第２層には高湿度環境下や塗膜が濡れた状態下において紫外
線が当たるので、第２層の塗膜が白化したり、塗膜の接着性が低下することを防ぐことが
できない。
【００８２】
  一方、ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤を紫外線が直接照射される第２層の塗膜に特
定量添加すると、当該ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤は第２層の塗膜との相溶性が良
いので、高湿度環境下や塗膜が濡れた状態下において紫外線が当たっても、第１層で発現
される防曇性を維持しつつ第１層や第２層の塗膜が白化したり、塗膜の接着性が低下する
ことを防ぐことができる。
【実施例】
【００８３】
  以下、本発明を実施例に基づいて説明する。なお、「部」、「％」は特に示さない限り
、重量基準とする。
【００８４】
１．防曇性シートの作製
［実施例１］
  まず、下記処方の第１コーティング組成物及び第２コーティング組成物を調製した。
【００８５】
＜実施例１の第１コーティング組成物＞
・メチルシリケート（ＭＳ－５６：三菱化学社）          ５．０部
・シランカップリング剤                                ０．３部
（ＳＨ６０４０：東レ・ダウコーニング社）
・部分鹸化ＰＶＡ（キシダ化学社）                      ５．０部
（固形分１００％、鹸化度８７～８９モル％、平均重合度３５００）
・ポリアクリル酸（ＡＣ－１０Ｈ：日本純薬社）          ５．０部
（固形分１００％）
・メタノール                                        ４０．０部
・水                                                ４４．５部
【００８６】
＜実施例１の第２コーティング組成物＞
・ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤                    １．１部
（アデカスタブＬＡ－３２：ＡＤＥＫＡ社、化学名：２－（２－ヒドロキシ－５－メチル
フェニル）ベンゾトリアゾール、分子量２２５）
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・メチルシリケート（ＭＳ－５６：三菱化学社）          ５．０部
・シランカップリング剤                                ０．３部
（ＳＨ６０４０：東レ・ダウコーニング社）
・ポリエチレングリコール（キシダ化学社）            ３０．０部
・イソシアネート系硬化剤                            ２０．０部
（ＭＦ－Ｋ６０Ｘ：旭化成ケミカルズ社）
・ジアセトンアルコール                              ３０．０部
・ｔ－ブタノール                                    １４．７部
【００８７】
  なお、実施例１のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤「アデカスタブＬＡ－３２」の使
用量１．１部は、第２コーティング組成物中の固形分換算で１．９５重量％である。
【００８８】
  次に、調製した第１コーティング組成物を、基材として厚み１００μｍのプラスチック
フィルム（ルミラーＴ６０：東レ社）へディップコート装置にて５０ｍｍ／ｍｉｎの速度
で引き上げ塗布した。その後、１５０℃で１０分間加熱・乾燥（加熱処理）を行った。そ
の結果、基材上に、厚みが３μｍで、均一且つ無色透明な第１層が形成された。
【００８９】
  次に、形成した第１層上に、前記組成の第２コーティング組成物をディップコート装置
にて３０ｍｍ／ｍｉｎの速度で引き上げ塗布した。その後、１００～１２０℃の乾燥炉で
１５分間乾燥（加熱処理）を行った。その結果、第１層上に、厚みが約５μｍの透明な第
２層が形成され、本実施例の防曇性シートを得た。
【００９０】
［実施例２］
  実施例１の第２コーティング組成物のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤「アデカスタ
ブＬＡ－３２」の量を２．７７部とした。それ以外は、実施例１と同じ条件で、本実施例
の防曇性シートを得た。なお、第２コーティング組成物中の、この使用量は、固形分換算
で４．８重量％である。
【００９１】
［実施例３］
  実施例１の第２コーティング組成物のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤「アデカスタ
ブＬＡ－３２」の量を３．８７部とした。それ以外は、実施例１と同じ条件で、本実施例
の防曇性シートを得た。なお、第２コーティング組成物中の、この使用量は、固形分換算
で６．５重量％である。
【００９２】
［実施例４］
  実施例１の第２コーティング組成物のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤「アデカスタ
ブＬＡ－３２」の量を４．４２部とした。それ以外は、実施例１と同じ条件で、本実施例
の防曇性シートを得た。なお、第２コーティング組成物中の、この使用量は、固形分換算
で７．４重量％である。
【００９３】
［実施例５］
  実施例１の第２コーティング組成物のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤「アデカスタ
ブＬＡ－３２」をベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤（Ｓｕｍｉｓｏｒｂ  ３００：住化
ケムテックス社、化学名：２－（５－クロロ－２－ベンゾトリアゾリル）－６－ターシャ
リー－ブチル－ｐ－クレゾール、分子量３１５）１．１部に変更した。それ以外は、実施
例１と同じ条件で、本実施例の防曇性シートを得た。なお、第２コーティング組成物中の
、この使用量は、固形分換算で１．９５重量％である。
【００９４】
［実施例６］
  実施例５の第２コーティング組成物のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤「Ｓｕｍｉｓ
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ｏｒｂ  ３００」の量を２．７７部とした。それ以外は、実施例５と同じ条件で、本実施
例の防曇性シートを得た。なお、第２コーティング組成物中の、この使用量は、固形分換
算で４．８重量％である。
【００９５】
［実施例７］
  実施例５の第２コーティング組成物のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤「Ｓｕｍｉｓ
ｏｒｂ  ３００」の量を３．８７部とした。それ以外は、実施例５と同じ条件で、本実施
例の防曇性シートを得た。なお、第２コーティング組成物中の、この使用量は、固形分換
算で６．５重量％である。
【００９６】
［実施例８］
  実施例５の第２コーティング組成物のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤「Ｓｕｍｉｓ
ｏｒｂ  ３００」の量を４．４２部とした。それ以外は、実施例５と同じ条件で、本実施
例の防曇性シートを得た。なお、第２コーティング組成物中の、この使用量は、固形分換
算で７．４重量％である。
【００９７】
［実施例９］
  実施例１の第２コーティング組成物のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤「アデカスタ
ブＬＡ－３２」をベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤（Ｓｕｍｉｓｏｒｂ  ２５０：住化
ケムテックス社、化学名：Ｎ－[３－(２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル)－２－ヒド
ロキシ-５-メチルベンジル]-３,４,５,６-テトラヒドロフタルイミド、分子量３８８）１
．１部に変更した。それ以外は、実施例１と同じ条件で、本実施例の防曇性シートを得た
。なお、第２コーティング組成物中の、この使用量は、固形分換算で１．９５重量％であ
る。
【００９８】
［実施例１０］
  実施例９の第２コーティング組成物のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤「Ｓｕｍｉｓ
ｏｒｂ  ２５０」の量を２．７７部とした。それ以外は、実施例９と同じ条件で、本実施
例の防曇性シートを得た。なお、第２コーティング組成物中の、この使用量は、固形分換
算で４．８重量％である。
【００９９】
［実施例１１］
  実施例９の第２コーティング組成物のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤「Ｓｕｍｉｓ
ｏｒｂ  ２５０」の量を３．８７部とした。それ以外は、実施例９と同じ条件で、本実施
例の防曇性シートを得た。なお、第２コーティング組成物中の、この使用量は、固形分換
算で６．５重量％である。
【０１００】
［実施例１２］
  実施例９の第２コーティング組成物のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤「Ｓｕｍｉｓ
ｏｒｂ  ２５０」の量を４．４２部とした。それ以外は、実施例９と同じ条件で、本実施
例の防曇性シートを得た。なお、第２コーティング組成物中の、この使用量は、固形分換
算で７．４重量％である。
【０１０１】
［比較例１］
  実施例１の第２コーティング組成物のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤「アデカスタ
ブＬＡ－３２」を添加しなかった。それ以外は、実施例１と同じ条件で、本比較例の防曇
性シートを得た。なお、第２コーティング組成物中の、この使用量は、固形分換算で０重
量％である。
【０１０２】
［比較例２］
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  実施例１の第２コーティング組成物のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤「アデカスタ
ブＬＡ－３２」の量を５．５３部とした。それ以外は、実施例１と同じ条件で、本比較例
の防曇性シートを得た。なお、第２コーティング組成物中の、この使用量は、固形分換算
で９．１重量％である。
【０１０３】
［比較例３］
  実施例１の第２コーティング組成物のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤「アデカスタ
ブＬＡ－３２」をベンゾフェノン系紫外線吸収剤（ケミソーブ１１：ケミプロ化成社、化
学名：２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、分子量２２８）１．１部に変更し
た。それ以外は、実施例１と同じ条件で、本比較例の防曇性シートを得た。なお、第２コ
ーティング組成物中の、この使用量は、固形分換算で１．９５重量％である。
【０１０４】
［比較例４］
  比較例３の第２コーティング組成物のベンゾフェノン系紫外線吸収剤「ケミソーブ１１
」の量を２．７７部とした。それ以外は、比較例３と同じ条件で、本比較例の防曇性シー
トを得た。なお、第２コーティング組成物中の、この使用量は、固形分換算で４．８重量
％である。
【０１０５】
［比較例５］
  比較例３の第２コーティング組成物のベンゾフェノン系紫外線吸収剤「ケミソーブ１１
」の量を３．８７部とした。それ以外は、比較例３と同じ条件で、本比較例の防曇性シー
トを得た。なお、第２コーティング組成物中の、この使用量は、固形分換算で６．５重量
％である。
【０１０６】
［比較例６］
  実施例１の第２コーティング組成物のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤「アデカスタ
ブＬＡ－３２」をベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤（ＥＶＥＲＳＯＲＢ  ７８：台湾永
光化学工業股分有限公司社、化学名：2,2'-メチレンビス[6-(ベンゾトリアゾール-2-イル
)-4-tert-オクチルフェノール]、分子量：６５８）１．１部に変更した。それ以外は、実
施例１と同じ条件で、本比較例の防曇性シートを得た。なお、第２コーティング組成物中
の、この使用量は、固形分換算で１．９５重量％である。
【０１０７】
［比較例７］
  比較例６の第２コーティング組成物のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤「ＥＶＥＲＳ
ＯＲＢ  ７８」の量を２．７７部とした。それ以外は、比較例６と同じ条件で、本比較例
の防曇性シートを得た。なお、第２コーティング組成物中の、この使用量は、固形分換算
で４．８重量％である。
【０１０８】
２．評価
  実施例１～１２、及び比較例１～７の防曇性シートを、ＪＩＳ－Ａ５７５９―２００８
に基づいて、サンシャインカーボンアーク灯式の耐候性試験機（スガ試験機社）を用いて
、防曇層側に紫外光を照射して水噴射を行なう耐候性促進試験を２５０時間行った。耐候
性促進試験を行なった防曇性シートについて、下記項目の評価を行った。結果を表１に示
す。
【０１０９】
（１）防曇性の評価
  耐候性促進試験を行なった防曇性シートを冷蔵庫（約０℃）に５分間収納し、その後、
２３℃、５５％ＲＨの雰囲気下に放置した。防曇性シートの塗膜表面に、曇りがまったく
発生していなかったものを「○」、わずかに曇りが発生していたものを「△」、曇りが発
生していたものを「×」とした。
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（２）塗膜の白化の評価
  耐候性促進試験を行なった防曇性シートの外観評価を行い、防曇性シートの第１層や第
２層の塗膜の白化が観察されなかったものを「○」、白化がわずかに観察されたものを「
△」、白化が観察されたものを「×」とした。
（３）塗膜の接着性の評価
  耐候性促進試験を行なった防曇性シートを乾燥させた後、ＪＩＳ－Ｋ５４００：１９９
０における碁盤目テープ法に基づき測定して、基材と第１層との接着性を評価した。碁盤
目部分の面績が１０％以上剥離したものを「×」、５％以上１０％未満のものを「△」、
５％未満のものを「○」とした。
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【表１】

【０１１０】
３．考察
  表１の結果をまとめると次のとおりである。
  実施例１～１２の防曇性シートは、基材上に第１層と第２層が順に積層し、第１層は吸
水性樹脂を含み、第２層はポリオールとベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤を固形分換算
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で１．５～８重量％含むので、防曇性の評価は良好であり、また塗膜の白化および塗膜の
接着性の評価も良好であった。
  特に、実施例１、２、５、６の防曇性シートは、第２層でのベンゾトリアゾール系紫外
線吸収剤の使用量が固形分換算で１．９～５重量％であるので、防曇性の評価は曇りがま
ったく無く良好であり、塗膜の白化および塗膜の接着性の評価も良好であった。またベン
ゾトリアゾール系紫外線吸収剤の使用量が多くなるにつれて防曇性の評価は下がる傾向に
あり、分子量が３５０以上のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤を用いた実施例９～１２
では、使用量が２重量％までは防曇性が維持されたが、４重量％を超えると防曇性がやや
低下した。
【０１１１】
  一方、比較例１の防曇性シートは、第２層にベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤を含ま
ないので、防曇性の評価は曇りがまったくなく良好だが、塗膜の白化および塗膜の接着性
の評価は不良であった。また、比較例２の防曇性シートは、第２層のベンゾトリアゾール
系紫外線吸収剤の含有量が８重量％を超えるので、塗膜の白化および塗膜の接着性の評価
は良好であったが、防曇性の評価は曇りが生じ不良であった。
【０１１２】
  比較例３～５の防曇性シートは、第２層にベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤ではなく
ベンゾフェノン系紫外線吸収剤を含むものであり、使用量が固形分換算で１．９５重量％
では(比較例３)、防曇性の低下は少なかったが、塗膜の白化および塗膜の接着性の評価は
不良であった。使用量を固形分換算を４．８重量％、６．５重量％にした場合には（比較
例４、５）、塗膜の白化および塗膜の接着性の評価は良好になったが、防曇性の評価は曇
りが生じ不良であった。
【０１１３】
  比較例６、７は、第２層に分子量が５００以上のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤を
含むものであり、塗膜の白化および塗膜の接着性の評価は良好であったが、使用量が少な
い場合でも、防曇性の評価は曇りが生じ不良であった。
【０１１４】
  以上のように、すべての実施例の防曇性シートにおいて、高湿度環境下や塗膜が濡れた
状態下において紫外線が当たっても、防曇性を維持しつつ、第１層や第２層の塗膜が白化
したり、塗膜の接着性が低下することがないことが認められた。
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